
 南郷小学校では、毎年クロスカントリースキーの授業が行われてい

るそうですが、講師の星さんに協力の依頼をすると、地域の他の方に

も講師の協力はできないかと声をかけてくれたり、スノーモービルを

借りてコースづくりをしてくれたりと、進んでコーディネーターの役

割も担ってくれるそうです。「お願いしなくても、様々なコーディネー

トをしてくれてありがたいです。子供たちの充実した活動につながっ

ています。」と担任の加藤先生は話してくれました。地域の方との連携

が教師の働き方の改善にもつながっていると感じました。 

令和８年２月５日（木）第８１号 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

１月２７日（火）、南郷小学校において行われたクロスカントリースキー

の授業を訪問しました。クロスカントリースキーは、３年生から６年生の

体育科の授業や放課後の特設部活動において行われており、雪の多い南会

津ならではの活動です。その実施には、地域との連携が欠かせません。 

地域の方の丁寧な指導でどんどん上達する児童からは、「（講師の方の滑

りを見て）すげーうまっ！」、「滑れるようになって気持ちいい！」などの

声が聞かれました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの QR コードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

＜講師の星さんから＞ 

クロスカントリースキーは、雪が降る地域だ

からといって、必ずできるとは限りません。雪

が降り、授業に協力してくれる方がいる地域だ

からこそできることだと思います。 

＜講師の新保さんから＞ 

子供との触れ合いは、大人である私自身に、

新しい知識の獲得や偏見を打破する機会を与

えてくれます。こういった、子供と関わる活動

に、私自身も大変ありがたく思っています。 

＜南郷小学校児童の感想＞ 

地域の人に、すべるコツを教えて

もらったので、上手に滑ることがで

きるようになり、うれしかったです。 


